20130901礼拝
真の人生のターニング（ヨハネ1:35-42）
　そろそろ秋になったと思うこのときに、また真夏日に戻って皆がとまどっていると思います。しかし、そのときでも「私は幸い、あなたも幸い」と揺れることなく神様の祝福を味わいつつ、突き進んでいくクリスチャンであっていただきたいと思います。なぜかと言いますと、私たちはイエス様を信じてキリストと出会った、その素晴らしい、人生最高の祝福を経験している者だし、今もその祝福の中にいる存在だからです。しかし、残念ながらクリスチャンでも自分の心から「なるほど。そうだ」と自信をもって告白していない方がいらっしゃるし、またそのようなときを経験していない方も結構いらっしゃるのでないかと思います。ぜひ今日、礼拝をとおして神様の御言葉を聞いて自分のこととして、自分の人生をもって「なるほど。そうだったのか。そうでしょう。そうだ」と自分の内側から告白できるようになっていただきたいと思います。
皆さんは自分の人生をもって「なるほど。そうだったのか」を所有していらっしゃるのでしょうか。そのようなときを経験して持っていらっしゃるのでしょうか。それはそのときを起点にして人生がUターンするターニングポイントになるところです。つまり、今までの人生をすべてあとにして、まったく新しい人生を歩み始めるとき、きっかけです。それがなければいまだに人生はモヤモヤと霧の中を歩くような状態が続くようになるし、また葛藤が絶えません。「なるほど」と自分の人生のターニングポイントになって、まるっきりUターンするような「なるほど」があったでしょうか。皆さんの人生をもって人生の歩みの中でそのようなタイミングというのはあったのでしょうか。それを持っていないと勝利できません。皆さんは十分、そのターニングポイントを経験しているはずなのですが気づいていないと思います。それで葛藤しなくてもよいものに葛藤したり、つまずかなくてもよいところでつまずいてしまったり、がっかりしなくてもよいのに、逆に喜ぶべきところでがっかりしてしまったり、そのようなチグハグがずっと続きます。今日を区切りにして、今日からは「もうそれはごめんだ。それは終わった。なるほどね」となっていただきたいと思います。人生の中でその人がどこの国の人なのか、今の社会的な身分、地位がどうのと関係なく「なるほど」がないと、その人は自由に勝利の人生を歩むとは言えません。この人生をまるっきりUターンするターニングポイントになる「なるほど」があることをこのように証言します。人生の答えが得られた。人生の答えを見た。人生の答えを出した。まずなにをどうするか。どのような人間になるか。なにをするか。なにを目標にするかなどの前に一番先に求められることが「なるほど」ということで、人生の答えを出すということです。そのうえにひとつひとつの人生が成り立っていくようになるということを覚えていただきたいと思います。先ほど申し上げましたように、このような真の人生の答えがなければ、その人が今外見的に成功しているかどうか、健康なのか病気なのかと関係なく、ずっとさまよい続け、なにかを追及する人生は終わりません。答えがないわけですから。だから、なにをどうするかと関係なくその人の人生は結局、疲れるしかありません。あるいは自分なりには答えだと思っていても、間違っているところに外れていくようになるしかありません。ですから、人生の答えを見て、それを得て「私は人生の答えを持っているよ」という告白がどれほど幸せなものであり、大切なものでしょう。皆さんが大学に合格することより、就職するより、結婚するよりそれが大切です。この答えを得ていないまま結婚したりなにかを目指すと、それは結局はちぐはぐになってしまいます。砂の上に家を建てるようなことになるので慌てないでください。なにかのテーマで急がないでください。そうすると、ほぼ９９％失敗なので信じてください。保証します。逆にじっとしていて質問してください。「自分の人生はなぜ」と言う質問をもって、その答えを聖書をとして真の答えを得て、皆さんの心から「なるほど」と言えるほどそれを第１にしていただきたいと思います。そのときまではなにかのことで議論し合うということもある意味、悪くはないのですが答えは出ません。最終的には無駄なことになってしまいます。なにが正しいか、なにがそうでないのか、なにが成功なのか、なにが失敗なのか、どんなに議論しあっても結局、的外れになってしまいます。だから、一番大切なのはまず人生の答えを出すことです。

もう一度聞きます。皆さんは自分の人生をもって「なるほど」があるのでしょうか。すっきりしたと言えるのでしょうか。この人生の答えを出した、得られた、「なるほど」ということを今日の聖書の言葉で申し上げると「私はキリストに会った。私はキリストと出会った」ということです。それがその人の人生のターニングポイントです。本当にだれでもそうです。ターニングポイントを持たないといけません。今日の箇所に出ている人々はまずバプテスマのヨハネの弟子だった人です。当時、弟子というのはその先生に自分のすべてを託して懸けます。そのようなバプテスマのヨハネの弟子だった人が、そのバプテスマのヨハネを離れてイエスの方に行きました。これは小さなことではありません。なぜ行ったのかというと「イエス様がキリストだよ」という証言を聞いたのです。つまり、バプテスマのヨハネに人生を託したのもヨハネが偉いからではなく、彼らはキリスト以外には希望がないということが分かっていて、それが心の中に切実なものになっていました。それしか希望がないと。そして、それは単なるその場しのぎのような感情ではありません。肉体的ななにかの脱出という意味でもありません。皆さん、イスラエルの歴史をご存知ではないでしょうか。彼らはイスラエルの国民です。今までのイスラエルの国という歴史は神に選ばれた選民と言われているのに、その歴史はぐじゃぐじゃな滅びの歴史です。つまり、彼らがイエス様の方に行った、イエス様がキリストだというお話を聞いて、すべてをあとにし、バプテスマのヨハネも捨ててそこに行ったというのは、今までの民族の歴史、そして、今の現実、現実はローマの植民地です。国を失っている状態です。その中で個人的な苦しみや、個人的な葛藤、人生のさまよいなど、全部合わせて彼らは知っていました。「約束のキリスト、メシヤ、その方が来られない限りは、その方以外にはどこにも絶対に希望はありません」という思いでキリストを待ち望んでいた人です。彼らがもし「キリストと出会った」というときには「私はイエスさまを信じたよ。教会にいったよ」という次元の話ではありません。彼らがなぜ自分の師匠として従っていたバプテスマのヨハネをあとにしてイエスの方に行ったのでしょうか。彼らにはキリストしかいません。民族の歴史を見て、今の国の現実を見て、このような状況は今も世界各地のあらゆる国、日本の国も皆そのような現実を抱えています。形が違うだけであって、その中で個人は個人で暗闇の人生を歩みつつ不幸の圧迫から抜け出せず、制せられている状態がずっと続いて、それが様々な症状として現れています。その中で「キリスト。キリスト」と待ち望む心の状態の中でバプテスマのヨハネが「あのイエスがキリストだよ」という説明、話、お証し、証言を聞いたので、もうこれは何もかも全部あとにしてイエス様の方に行くしかありません。バプテスマのヨハネについて行ったのもイエス様のため、キリストのためでした。「もしそのイエス様がキリストであれば行こうじゃないか。行くしかないのではないか。それ以外にやるべきことはないのではないか。地球が半分に割れても私たちはキリストの方に行くしかないのではないか」という気持ちです。それで彼らはイエス様の方に行きました。そのときにイエス様が聞きました。「なにを求めているのか」と。「あなたは今どこに泊まっていらっしゃるのでしょうか」。一言で何かを言えません。それで「来なさい。ついてくれば分かります」と泊まっている場所が分かって一晩、そこに一緒にいました。そこにいて何をしたのか細かい内容は書いてありません。しかし、バプテスマのヨハネに聞いたその話を質問したでしょう。またイエス様はそのことを聖書に基づいて様々な角度から説明したでしょう。「わたしがキリストです。あなたがたが待ち望んでいた人類の、個人の、民族の唯一の希望、キリスト、それがわたしです」というお話を聞いたでしょう。そこで彼らは今までのすべて全部から解き放たれるようになります。「なるほど。キリストを待ち望んでいたのですがこれ以上、待つ必要はない。あなたがキリストなのですね。キリストはもう来られたのですね」とそのイエス・キリスト、イエス様をキリストとして信じて受け入れたはずです。イエス様の方に行って確認しました。それで彼らはそこから出ていき、一番先に自分の兄弟であったシモン・ペテロの方に行き、第一声がこれです。「私はキリストに会ったのだよ。もうこれ以上、今までの人生はもう終わり。今までの人生に捕らわれる理由も未練を持つ理由もない。そのさまよいの人生も終わり。私はキリストに会った。人生の答えが出た」という告白です。彼らがキリストに会ったという意味、重み、気持ちが分かるでしょうか。どれほどうれしかったでしょうか。どれほど喜んだのでしょうか。それがキリストと会ったということです。つまり、冒頭で申し上げましたように、彼らが「なるほど」となにかが分かりました。もうこれ以上、振り回されることはなにひとつない。キリストであるイエスが来られた以上、このキリストと出会ってそのイエスを信じることだけ、そこにすべてが全部ある。それがわかりました。今までは人生をそのように思っていませんでした。どうすればよいのか。なにが悪いのか、良いのか。なにが成功なのか。これからどうなるのだろう。なぜ私にこのようなことがあったのだろう。それに対していろいろな答え、いろいろな疑問があったでしょうが、スッキリもう終わりです。なるほど、キリストと出会った。もう自分の人生はこれで終わり。今日からまったく新しい人生が始まりましたという話です。クリスチャンというものはそのような祝福が与えられています。皆さん、そのようなときを持っていらっしゃるのでしょうか。「なるほど。私はキリストと出会いました」と言えますか。
そして、バプテスマのヨハネの弟子２人以外に、今日読んでいないところもイエス様が自らピリポという人を呼びました。たぶんピリポにもそのようなお証しをしたでしょう。キリストを待っていたでしょう。わたしがそのキリストです。それでそのピリポが自分の友達、ナタナエルと言う人に、「旧約のモーセという預言者によって預言されていたメシヤ、キリスト、その方がイエスなのです。私は会いました。だから、今までの人生は終わりました。そこにいてはいけないよ。イエスを信じなさい」と話したら、ナタナエルは「ナザレからなにか良いものが出るのだろうか。そんなはずはない」と言いました。そのときイエス様がおっしゃいます。「ナタナエル。あなたがいちじくの木の下でお祈りをしているときに、わたしは先に見ました」と。その場にイエス様はいらっしゃいませんでした。そこでナタナエルも「そうですか。あなたこそキリストです」と言います。いちじくの木の下でなにをしていたでしょうか。たぶん、キリストを待ち望みつつお祈りをしていたでしょう。いつ来るのだろう。この国はどうなるのだろう。自分の人生はという質問を持ってキリスト、キリストと祈っていたと思います。それをすべて見通してご存知でした。あなたはキリストです。それでピリポも「私はキリストと会ったのだよ」と言いました。結局、ナタナエルも最初は「ナザレからなにが良いものが出るか」と言っていたのですが「なるほど。私もキリストと出会った」という告白の行進が今日の聖書の箇所です。特に一番最初の「私はキリストに会いました」と告白する人々の紹介です。

私たちはイエス様を通してキリストと出会いましたと言えるようになります。またそうしないといけません。なぜこのターニングポイントが必要でしょうか。なぜこの告白が絶対的に必要でしょうか。なぜかと言いますとまず第1に私たちは自然に親から生まれたままの状態ではだめなのです。それをまず覚えていてください。だから、必ずターニングポイントが必要です。お父さん、お母さんが結婚してそこから生まれたままの状態では、それが裕福な家庭、むちゃくちゃな家庭で生まれたなどいろいろな違いはあるでしょうが、そういうこととまったく関係ありません。ある人は泥棒になるかもしれません。ある人は順調に育ち進み、いわば世の中で言っている成功を収める人になるかもしれません。でも、成功か失敗かどっちかとまったく関係なく、生まれたままの状態ではいけないのです。その人の外見、どこの民族なのか、奴隷として生まれたのか自由人として生まれたのか、白人として生まれたのか黒人として生まれたのかなどいろいろあるでしょう。また生まれて育っていくうちに今もある国では戦争によって子どもたちが殺されたり障害を受けたり悲惨な悲しいことがたくさんあります。また同じ国でもその育ちの環境の中で大変な人には言えない悲しい経験をする場合もあるし、家から追い出される場合もあるし、親から捨てられる場合などいろいろな経験があり、逆に親の愛情をたっぷりもらって育つ場合もあります。どちらにしてもそのままではいけないというのが人間です。これを知らないといけません。これが分かっていないので多くの人が外見的な違い、環境の豊かさ、素晴らしい経験をしたのかむちゃくちゃな人に言えない恥ずかしい、悲しい、衝撃的な辛い経験をしたのかなどにずっと捕らわれてそこから抜け出せません。分かっていないから。どっちにしてもそのまま、生まれたままの状態ではいけないのです。なぜかというと人はだれであっても根本の方に霊的な問題を抱えているので同じです。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。この聖書の一番大切なメッセージをクリスチャンでさえ真面目に真剣に受け止めようとしません。本当ならば自分が小さいときに親になにをされたのか、あるいは親から愛情をいただいたのか、関係ないのではないでしょうか。そのままの状態ではいけないのです。自分の人生にターニングポイントというものを持っているのか、あったのでしょうか。必ず必要なのだと求めないといけないのですが、そちらの方向に行きません。生まれたままの状態ではいけません。そこでどんなに頑張って努力して、肉体的な状況を改善し、ものすごく社会人に尊敬される立場に上りつめたとしても生まれたままの状態ではだめです。皆がどうしようもない罪を抱え、いのちの根源である神から離れてしまったままの状態であることには平等で同じです。ですから、実は人生幸せではありません。外見がどうであろうが、ごまかして隠してあるいは無知であるだけであって皆、平安もないし安らぎもないし真の喜びと幸せなどありません。本当の意味で成功も世の中にはありません。

だから、そのままではいけないのに目に見えない力が人間の心を捕えて、それを知らないように目をくらませます。ある意味、良い人生、祝福される人の特徴は何かというと外見がどうなのかと関係なく、自分の人生を持って質問をする人です。質問のある人生、それが良い人生です。ただ、「このままでいいよ。これからよくなるだろう」ではなくて、ただの楽観的な考え方がよいわけではありません。真剣に素直に質問が自然に出てくる人が良い人生です。祝福される人です。なぜ私は幸せではないのか。それは形はいろいろあるでしょうが「なぜ私の家庭はこのような問題を抱えてこんなに平安ではないのか」「なぜこういう問題を抱えているのか」と質問をぶつけることです。この社会を見ていても「なぜこの社会はこのように流れてこうなってしまうのだろうか」と「なぜ？」という質問です。それは外見とは関係ありません。周りから尊敬されて「あの人は大丈夫だろう」と思われていたニコデモという人がいました。これからヨハネの福音書にそのような質問のある人生が紹介されます。ニコデモはすべて恵まれて与えられていました。それにもかかわらず彼は幸せではありませんでした。だから、質問しないといけません。「勉強もしました。社会的な地位も得ました。お金もあります。周りから尊敬もされます。家族にも恵まれました。すべて順調なのになぜ私の心には平安と真の喜びと生きがいがないのでしょうか」とこの質問を素直にぶつけないといけません。そこで、だから、そのままではいけない。人生のターニングポイントが必要なのです。そのままではいけません。ときにはサマリヤの女の人のように人生なにをしても、どんなに努力してもそのたび、そのたびつぶれて倒れて失敗ばかりします。それも不思議ではないでしょうか。1、2回ではなくて5回も結婚して離婚して6回目はまた離婚するだろうと思って入籍しないまま同居するだけの人生、人の目を避けてものすごく暑い、今日の暑さのたぶん1.5倍くらいの暑さの中でこっそりと水を汲みにくるしかない辛い状況の人はそれをもって質問しないといけません。「まあ、これが運命かな」と考えるのは正しい人生ではありません。「なぜ私の人生はことごとく失敗なのか。ことごとくこのようにねじ曲がってしまうのだろう」と素直に質問しなければなりません。その次に38年間、病気を抱えてどこに行っても治らないまま、最後には迷信に頼るしかないような状況の中で、心の中では否定的な思いばかり、つぶやきばかりになっている人がいました。その人も質問しなければいけません。「なぜ私はこのような治らない不治の病を抱えてだれにも助けてもらえないまま心の中がぐじゃぐじゃになってなぜなのだろう」となぜ質問しないのでしょうか。それもサタンの策略です。これからよくなるだろう。これが宿命だといろいろなことによってこの素直な真剣な人生の真のターニングポイントを迎える質問に立たないように悪魔は私たちをだまします。だから、質問のある人生でなければいけません。

そして、その質問に対しての真の答えが聖書に書いてあります。つまり、聖書を通してその人生の質問に対して真の答えを得ないといけません。なぜでしょうか。東京大学に行っても、皆さんの親に求めても、皆さんのことを一番気にかけてくれ、一番かまってくれる、また愛情を注ぐ方に尋ねても答えは出ません。聖書だけに書いてあるものです。だから、新聞や専門家のコメントなどは参考にしないといけません。聖書だけに書かれています。それが霊的なお話です。なぜ自分の人生はこうなのか。なぜ自分の家庭はこうなのか。その答えは聖書に書いてあります。それが創世記3章に明確に書かれて私たちに教えられています。それは人間が神様とともにいるべき霊的な存在、神のかたちなのに、犬や猫のような動物ではないのに人がその神様から離れてしまったからそうなってしまいました。人は神様がともにいらっしゃらなければ人間になれません。そこにすべての理由があります。本当の答えはそこにあります。神から離れてしまいました。世の中で言われている神々ではなく、創造の神、唯一の神、その神を失い神から離れてしまったのです。今は神から離れているのかどうかも分からないでしょう。神を信じる信仰をまったく持っていない、それが神から離れている一番の証拠です。そして、そのように神から離れるようになったのは単純な話ではありません。神との約束を破って取り返しのつかない、神の御子が身代わりにならない限りは絶対に解決できない罪を持っているからそうなりました。罪を犯して神からの栄誉を受けることができなくなってしまいました。特にそのように人間が罪を犯してすべてをパーにしてしまうように裏から仕掛けていたものがいます。それが悪魔、サタンというものです。宇宙のすべての武器を動員しても悪魔には通じません。宇宙にあるすべての知恵とすべての知識を全部集合しても悪魔にはかないません。それが悪魔という存在です。その悪魔にだまされ支配されることになってしまったので、罪によって神を失い神から離れた結果、残念ながら「あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者である」と言われる存在、状態になってしまいました。これが問題です。これが「なぜ私の人生は成功したにもかかわらず」となってしまう理由です。今だいたい世の中では本当の意味でトップに上りつめるためには違う霊の力を借りない限りはほぼ不可能です。だから、スティーブ・ジョブズとかビル・ゲイツ、マイケル・ジャクソンなど世界的に名前が知られている人々は必ずそういう儀式などを行います。だからこそ、そのように成功した者の裏を見ると悲惨です。悲しいです。成功が成功ではありません。その恩恵を私たちはiPhoneで受けているのですが本人はつぶれてしまいます。それに質問をぶつけないといけません。特に韓国に人より日本人の場合は、人柄、人格、様々な面において私は上だと思います。礼儀正しく丁寧だし、細かいし嘘をつかないしルールを守ります。しかし、なぜ精神的な問題が多く、自殺する人が多いのでしょうか。それを質問しないといけないでしょう。レムナントで意識のある者はどこかで専門分野を勉強し、それに対してありのままイエスとか福音とか入れなくても論文を書いてもヒットすると思います。素直にありのまま論文を書いてください。なぜという質問の答えが創世記3章にある霊的な問題です。そこで神様は愛を持って約束されました。神様以外には解決できません。他ではだめなので、他には希望がないので、絶対、宇宙のどこに行っても希望がないのです。

これが聖書のお話なのに、最近のメディアはどのような戦略なのかというと宇宙のどこかに希望があるかのように流行らせます。映画、科学、なにかを通して流行らせます。ありません。すべてが全部肉体的な物理的な話です。問題は霊的な問題なのに。それはそれで別の意味を持つだけであって答えにはなりません。クリスチャンの私たちがこれをしっかり理解しないといけません。それで神様が自ら宇宙のどこにも人間のだれにも希望がないので、わたしがやるよとキリストを送ることを約束されました。そのキリストはこのどうにもならないすべての質問に対しての理由を根本から永遠に抹殺できるという意味です。神に会える道、真の預言者、罪を完全に清めて葬ってしまう真の祭司、神様と出会う偽物の王、悪魔を完全に打ち破って勝利できる真の王という意味を持ってキリストと言います。だから、人間の方からはないので女の子孫と言われました。男の子孫ではありません。神から遣わされる者、神様ご自身という意味です。そこで神様はキリストを約束されました。もうあきらかです。キリスト以外にはありません。ですから、生まれたままの状態では外見がどう変わろうがどうであろうが関係なく、質問しないといけません。その答えを聖書から聞いて、そして、キリストを見るようにしないといけません。キリストの方に集中、絞られるようにならないといけません。つまり、個人の心の中で自分の人生を取り上げて「キリストは絶対的に私に必要なのだ。私の人生に絶対的に必要だ」となります。それでキリストを待ち望むようになります。キリストにピンポイントとなり、すべての視線が集中するようになるでしょう。聖書を見ますとキリストが来られるまで、それを待ち望みつつ、今結婚をする人がいれば結婚もします。畑の仕事があれば畑の仕事をします。今生きていかないといけないのでやります。でも、やるというのはある意味でキリストというピンポイントにすべて気が捕らわれているわけですから全部サブだという感じです。本当に質問があればキリストが来られない限りは人生変わりません。ターニングポイントはキリストが来られるそのときです。それでキリストが実際に来たときには畑の仕事を全部放り出して行くのです。明日が結婚式でも結婚もパーにして行くのです。なにが大切なのでしょうか。人生がなにか分かれば、本当に質問を持っていれば、その質問に対する答えが本当にキリストであればキリストは絶対的な必要です。そのような状態でバプテスマのヨハネが証言しました。絶対的に必要です。すべてを放り出してでも、今にでもすぐに飛んで行く、ピンポイントとして集中しているキリストを待っていたでしょう。キリストしか希望はないでしょう。キリストが答えでしょう。キリストによって人生救われて変わるでしょう。それ以外には人生が変わることはできないのではないのか。そのキリストが来たのです。あのイエスがキリストなのだと証言しました。その衝撃のことを想像してみてください。皆さんも同じくそのキリストのことを証しを聞かされていました。イエス様がキリストです。そして、聖書にはそのイエス様が、2000年前に処女マリヤから生まれた、イスラエルという国に生まれ33年間の地上の生涯を終えられたイエス、人間的には大工さんのヨセフの息子と言われていたイエス、十字架に変えられて3日目によみがえられたそのイエス様、イエス様こそがキリストだという証拠だらけです。それでイエス様がおっしゃることは今までパリサイ人、律法学者が言うこととはまったく権威が違う、神の言葉そのままだったということがひとつ、イエス様は自然世界を自由自在に操る方でした。海を叱ると波が静まり、海の上を歩いたり、死んだものを生き返らせたり、絶対治らない生まれつきの病気などを一言で御言葉によっていやされるということをされました。その証拠だらけです。どんな話でしょう。イエス様こそ、その絶対的な必要、人生の答えキリストです。つまり、もうこれ以上、キリストは待つ方ではない。来られているのでキリストはこれから待ち望む答えではない、イエスがキリストなので何もかも全部捨ててそのイエスの方に行く、イエスを受け入れること、それが今必要なことだし、そのときに人生変わります。そこがターニングポイントです。なぜでしょうか。イエスがキリストなので。イエスがキリストです。皆さん、自分の人生を持って質問ないのでしょうか。なぜ私はこんなになにもかもがうまくいかないのか。なぜ私はこんなに人から無視されるのか。なぜ私の心の中の不安はずっと消えないのか。なぜ私はぐっすり寝たいのに夜、変な夢に制せられ、さいなまれて寝たいのに不眠症に悩むのか。そのような質問がないのでしょうか。なぜ穏やかなスイートな家庭環境の中で進みたいのに家庭がぐじゃぐじゃ、めちゃくちゃなのかと質問してください。そして、その質問に対してどのように答えを出しているのでしょうか。なにを考えているのでしょうか。答えはキリストです。今まで皆さんにあったすべてのことは全部消してください。キリストだけです。そして、キリストはもはや待ち望む方ではありません。イエスがキリストです。ですから、イエスを信じて受け入れること、それだけが残っている幸いなときです。そのイエス・キリストを受け入れるときにすべてを捨てて、その時が人生のターニングポイントであり、そのときに今までの人生からUターンすることを意味します。それから、言えるようになります。「私はキリストに会った」と。皆さん、教会に通ってイエス様のことを信じていらっしゃるのでしょうか。もし信じていない方はそのイエス様がキリストなのです。その決定的な一番の証拠が十字架にかけられて甦られたことです。だから、皆さんの人生の希望、人生の答えはキリストしかないのですが、キリストはイエスです。他のどこかを見ないで、振り回されないで、頭を複雑にしないでシンプルにクリアにすっきりして一つだけに絞ってください。なにがどうであろうがイエスに。すべて疲れて重荷を負っている者はわたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます。なぜお医者さんはどうにもならない病気でずっと悩むのでしょうか。なにを考えているのでしょうか。たとえば質問があっても答が違うところに行きます。それは創世記3章のゆえです。それでその答えはキリストなのです。「ああ、なるほど。そうだったのか」そのキリストはイエス様です。迷わないように。躊躇しないように。なにかに引っかかることなどありません。気にすることもありません。絶対的なのでイエス様の方に来てください。イエス様を信じて受け入れていただきたいと思います。
それから、イエス様を信じて受け入れた方々は今日から整理してください。皆さんはイエスさまを信じて、イエス様と出会ったのではなく、そのイエスがキリストなので人生の答えに出会いました。キリストに出会ったのです。今日の聖書に紹介された人々のように、皆さんの第1声、人生死ぬ時までずっと「私はキリストと出会った」をベースにするようにしてください。皆さん、キリストと出会いましたか。本当に出会いましたか。皆さん、イエス様を信じて受け入れたのであれば今の状態が、外見がどうであろうが関係ありません。だからこそ皆さん、キリストが必要だったのではないでしょうか。皆さんの質問はもう終わりです。これからは質問のある人生、イエスを受け入れたのであれば質問のある人生はさようならしないといけません。でも、イエス様を信じていながらも、教会に通っていながらもずっと質問です。質問の答えはキリストです。答えは出たからもう質問は終わりです。質問のある人生、さまよえる人生、追求する、研究する人生などは終わりです。それがキリストに出会ったということです。皆さんこれから自信を持ってイエスを信じて受け入れたでしょう。それがキリストと出会ったことであることを覚えていてください。それから、普段からもずっと自分に言い聞かせて思い出し繰り返し告白していただきたいと思います。イエス様がキリストですと言う聖書の証言に耳を傾け、それでイエス様を信じていることが「なるほど。キリストと出会ったことなのか」と覚えてください。皆さん、今日一緒に大きな声で私について言っていただけますか。自信を持って信仰を持って言ってください。皆さん、イエス様を信じましたよね。それにもかかわらず、それぞれバラバラだと思います。いろいろなことがあると思います。ある人はこの告白が分かっていないがゆえに、心の底からはそうではないのですがうわべでは「もう礼拝もいいよ」と否定する人もいます。神様はご存知です。イエス様を信じていれば他の条件を全部カットし、私について言ってください。「私はキリストに会いました」。本当ですか。「私はキリストに会いました」。この告白がどのような告白なのかわかりますか。今ずっと申し上げましたように今日の弟子たちの告白、そこになにが入っているのでしょうか。待ちに待っていたキリスト、その方に会いました。もう待ち望む人生は終わりです。今の言葉で言いますとちょっと重みが欠けますが「やったー」ということです。自分の人生を持って「やったー」というのがありますか。大学に合格したときに「やったー」。それはまた入って勉強するとすぐに無くなります。テストは何点だとかいろいろなことがあります。また3，4年後になると就職のために同じ悩みを抱え、やっと就職したときに「やったー」でしょう。入って見なさい。学校よりもっとひどいです。そういうのは「やった」ではありません。真の「やったー」。皆さんは『ヤッターマン』です。キリストに会ったのです。怖いものなしです。なぜでしょうか。イエスはキリストだからです。皆さんにある人生のすべての質問の答えです。その質問が全部消えるように、それを全部消してしまう消しゴムです。イエスはキリストです。
それでキリストに会いました。毎日朝起きて、寝る前に「私はキリストに会いました」とするように。自分自身にそれを言える人が他の人にも言うのです。ペテロの兄弟という人に、友達のナタナエルという人に言うように、別に言うことはありません。皆さんが本当にキリストに会ったのであればそれを言えばいいのではないでしょうか。「私はキリストに会いました。こんな質問だらけの人生がもう質問は終わりました。あなたは質問だらけでしょう。子どもを見て自分自身を見て旦那さんとの関係、姑との関係、事業、経済において質問だらけでしょう。それを全部消して。答えはキリストなのです。私はキリストに会ってその質問のある人生は消えましたよ」とお証しすることだけです。キリストにあったということはこういう意味にもなります。「なるほど。今までの人生、間違っていたのだね。方向がずれていたのだね」そうなることです。「目標を掲げて法律を犯さないで頑張ってきたのかどうか関係なく、間違っていたのだね。自分はなにを求めていたのだろう。本当の真の必要は私が今まで求めていたそれではない。キリストだったのだね」これを認めることです。それが「なるほど」です。それでUターンできます。今までは社長になるために、芸能人になるために、大統領になるために、医者になるために。いろいろなきっかけはあるでしょうがそれを目標にして歩いている人生からUターンして「私はキリストに会いました。それが人生の必要、答えではないことはやっと分かりました」。これがターニングポイントです。それで何もかも全部下してイエス・キリストを受け入れるようになります。それから、なるほど、自分の今までのさまよいの人生、今までの不幸な人生、運命に捕らわれた人生、その悲しい人生はもう終わったと宣言することです。人生終わったと。これから死の陰の谷を歩こうがどうか関係ない、もう悲しみの人生は終わりました。疑問ある人生は終わりました。クリスチャンの皆さんは勉強が足りなくても、聖書の知識が足らなくてもキリストによって質問を全部消さないといけません。なにが疑問でしょう。なにが質問でしょう。キリストがなかったからです。霊的な理由です。だから、キリストが答えなので答えが分かっていれば質問は終わりでしょう。それを自由と言います。すべて今までの人生、なにがなんだかわからない不安を抱えて生きる人生はもう終わった、過去の人生はもう終わったという宣言です。これが「なるほど」です。皆さんにこの「なるほど」があったのでしょうか。キリストに出会ったというのはそうなったことです。それに気づいてください。今まで間違っていたのだね。必ず刑務所に入るようなことをした人だけが「間違っていたのだね」というのではなく、その人を刑務所に入れた警察も裁判官もキリストと出会ったときに目が開かれて「今までの人生、間違っていたのだね。未練を持ったり頑固に主張したりするような者だった。恥ずかしいな」となります。そして、もう終わったと皆さんは言える者です。なぜでしょうか。キリストに出会ったから。そして、大胆に宣言します。なにごとにも邪魔されないで「私は今幸せな者、これからも幸せな者、永遠に幸福な者なのだ」と宣言する、それがキリストに出会ったということです。「なるほど。私はこれで、あれで幸せ、不幸と思っていたのにだまされていたのだね。私は今のままでキリストに出会ったがゆえに私は幸せな者、幸いな者です。これからもなにがどう変わろうが幸せな者だ」と自分の人生に対して宣言することです。それがキリストと出会った、それが「なるほど」です。この「なるほど」があったのでしょうか。

それから、当たり前でしょうが過去の私はもう終わりました。私は新しい者です。存在そのものが新しいのです。それをアイデンティティと言いますが身分とも言います。私は神の子どもです。私は伝道者です。私は大統領、国会議員ではなく神の子ども、伝道者です。新しい自分を宣言し、「なるほど、私は新しい者だ」となるので生きる理由も新しくなります。私には新しい人生が備えられています。それを見つけ出し宣言します。それが「なるほど」です。この「なるほど」があったのでしょうか。無いから未信者と同じ生き方、同じ目標を持って、同じやり方で頑張っているのではないでしょうか。「なるほど」がないから。人生の答えを見たことがないから。キリストが答えです。キリストに出会った人はそこから人生が変わります。完璧にUターンしてそこが人生のターニングポイントです。なるほど、間違っていたのだね。キリストを受け入れようではないか。もう今までの人生はごめんだ。それで終わるよ。それで十分。終わったのだよ」と宣言しUターンします。ターニングポイント、そのポイントを持っていらっしゃるのでしょうか。いまだ何かを引きずっているのでしょうか。
それから、関係なく私は幸せな者だと宣言し、新しい者だと宣言し、新しい人生が備えられ、それに目を光らせそこに集中します。「聖霊が臨まれると力を受けてエルサレム、地の果てにまでイエスの証人となる」と新しい世界、神の国の世界、歴史の理由が私たちを待っています。そちらの方に飛び込んで行くようになります。しかし、「私がキリストに出会った」がないから「なるほど、そうだったのか。人生とは伝道のためにあるものなのだね」という「なるほど」ターニングポイントがなかったのではないでしょうか。「イエス様感謝します」と言いながらもそこはターニングしません。うちの子ども、旦那さんのために「神様。事務員としてちょっと頑張ってくださいよ。あそこはお寺に行くけど、うちは神様がいらっしゃるからちょっと昇進させてくださいよ」これしかしません。ターニングしません。なるほど、それは全部ちりあくただねという「なるほど」がありました。皆さんの理論、主張、頑固、それは全部ちりあくただとそこからUターンするターニングポイントがあったのでしょうか。キリストに出会ったのであれば。その瞬間、その宣言です。私はすぐに完璧にできないかもしれません。でも、頭の脳細胞の中にはそれがありました。自分はものすごく理論的、論理的で、自分の主張は正しいと思っていました。それがちりあくただと思う瞬間があります。イエス様を信じたにもかかわらず、キリストと出会ったという告白はできていなかったので、その瞬間、全部それは崩れます。ターニングポイントです。真の人生のターニングポイントはイエス・キリストを信じてキリストと出会ったときです。皆さんは実際にもうUターンしているはずなのに、イエス様を信じているはずなのにそのイエス様がキリストだと、だから私はもう人生の答えであるキリストと出会ったということに気づいていないので引きずっているだけです。今日、キリストと出会った、これが人生をUターンさせる、すべてから自由にさせるターニングポイントであることを覚えて自分自身によく聞いてみてください。問いかけてみてください。自分はキリストと出会ったのか。イエス様を信じながらもキリストと出会ったということが分かっていません。答えはもう出ています。それをしっかり握って「終わった。私は神の子どもだ。私は伝道者だ。これからの人生は伝道、世界福音化のために備えられている新しい世界を歩みます」。どうすればよいでしょう。それを信じて祈ればよいです。他になにもいりません。ただ問題は答えを出していません。イエスはキリストです。皆さんはキリストに出会いました。まずイエス様がキリストだというお証しに耳を傾けてください。メッセージを通してでも、個人的に黙想しながらも「イエスはだれなのだろう」と。皆さんの人生の質問に対しての完璧な答え、キリストです。「私はキリストに出会った。もう質問、疑問、終わり。イエスを受け入れよう。そこに人生すべてを託そう」。それでターニングポイントの祝福を味わい、新しい人生を思いきり味わっていただきたいと思います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス様の方に行って、イエス様と出会って弟子たちが言いました。私はキリストに出会った。この宣言、告白こそ人生の真の完璧なターニングポイントであることを今日教えていただきありがとうございます。私たちは幸い、このキリストであるイエス様と出会って信じて受け入れました。私が信じているイエス様がキリストであり、私は人生の答え、キリストに出会ったと大胆に宣言し、終わり、新しい自分を宣言し、新しい世界に目を向けることができるようにひとりひとりを助けてください。聖霊様が働いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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